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業績予想の修正に関するお知らせ

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 16 年 5月 27 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正

します。 

記 

１． 17 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 16年 4 月 1日～平成 16 年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 16 年 5月 27 日発表) 
２，６３７ ５０ ２６

今回修正予想(Ｂ) ２，５２６ ４ ４０

増減額(Ｂ－Ａ) △１１１ △４６ １４

増減率 △４．２ △９２．０ ５３．８

前期(平成 16年 3 月期中間)実績 ４，８９１ ３０ ３２

 

２． 17 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 16 年 5月 27 日発表) 
３，１００ １３０ ６０

今回修正予想(Ｂ) ３，０２７ ４７ ５７

増減額(Ｂ－Ａ) △７３ △８３ △３

増減率 △２．４ △６３．８ △５．０

前期(平成 16年 3 月期中間)実績 ６，０３３ ２７７ １４３

 

３． 理由 

修正の主なものは、以下のとおりであります。 

(1) 個別中間業績予想の修正理由
当中間期における売上高は期初予想に比べ 111百万円の減収となりました。
主な理由といたしましては、ホテル＆レストラン事業部の婚礼宴会の減少が大きく管理費等の削

減に努力いたしましたが、売上高の減収と相俟って経常利益は 4百万円にとどまりました。役員退
職慰労金、固定資産売却損など特別損失もありましたが、建物賃貸契約解約益、投資有価証券売却

益の特別利益により中間純利益は 40百万円となりました。
(2) 連結中間業績予想の修正理由
 連結財務諸表提出会社（当社）の業績予想修正に伴い、連結業績予想の修正を行うものです。

(3) 平成 17年 3月期個別・連結通期業績見込みについて
   通期の業績予想については、中間決算発表（平成 16年 11月 24日予定）時に公表する予定です。 
                                       以  上 


